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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和2年3月19日(2020.3.19)

【公開番号】特開2018-169750(P2018-169750A)
【公開日】平成30年11月1日(2018.11.1)
【年通号数】公開・登録公報2018-042
【出願番号】特願2017-65896(P2017-65896)
【国際特許分類】
   Ｇ０５Ｂ  23/02     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   9/00     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ  25/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０５Ｂ   23/02     　　　Ｚ
   Ｆ０２Ｃ    9/00     　　　Ｃ
   Ｆ０１Ｄ   25/00     　　　Ｖ

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月5日(2020.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発電プラントの運転状態を示す第１状態量の計測値を取得する状態取得部と、
　前記発電プラントの運転状態を示す前記第１状態量と異なる状態量であって、計測によ
り得られる計測値の信頼性が前記第１状態量の計測値の信頼性より低くなる状態量である
第２状態量の推定値を、前記第１状態量の計測値に基づいて更新する状態更新部と、
　前記第２状態量の推定値に基づいて、前記発電プラントの運転状態を管理する管理部と
　を備える運転管理装置。
【請求項２】
　前記第２状態量の推定値に基づいて、前記発電プラントの運転状態を制御するための制
御量を調整する制御量調整部をさらに備え、
　前記管理部は、前記制御量に基づいて前記発電プラントの運転を管理する
　請求項１に記載の運転管理装置。
【請求項３】
　前記発電プラントまたは前記発電プラントと異なる発電プラントの過去の運転に係る前
記第１状態量の実績値および前記第２状態量の実績値を取得する実績取得部と、
　前記第１状態量の実績値と前記第１状態量の計測値との差である第１変化量を算出する
変化量算出部と、
　前記第１変化量に基づいて、前記発電プラントまたは前記異なる発電プラントの過去の
運転に係る前記第２状態量の実績値からの変化量である第２変化量を推定する変化量推定
部と、
　を備え、
　前記状態更新部は、前記第２変化量と前記第２状態量の実績値とに基づいて、前記第２
状態量の推定値を更新する
　請求項１または請求項２に記載の運転管理装置。
【請求項４】
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　前記状態取得部は、前記第２状態量の計測値をさらに取得し、
　前記管理部は、前記第２状態量の計測値に基づいて、前記発電プラントの運転状態を管
理する
　請求項１から請求項３の何れか１項に記載の運転管理装置。
【請求項５】
　前記第２状態量の推定値に基づいて前記第２状態量の計測値を評価する計測評価部をさ
らに備え、
　前記管理部は、前記計測値の評価結果に基づいて前記発電プラントの運転状態を管理す
る、
　請求項１から請求項４の何れか１項に記載の運転管理装置。
【請求項６】
　前記計測評価部は、前記第２状態量の推定値と前記第２状態量の計測値との差である誤
差値を算出することで、前記第２状態量の計測値を評価し、
　前記管理部は、前記第２状態量の誤差値に基づいて、前記発電プラントの運転状態を管
理する
　請求項５に記載の運転管理装置。
【請求項７】
　前記変化量推定部は、前記第１変化量と前記第２変化量との関係式、前記第１変化量と
前記第２変化量との対応関係を示すテーブル、および任意の入力値のいずれか１つに基づ
いて、前記第２変化量を推定する、
　請求項３に記載の運転管理装置。
【請求項８】
　前記第１状態量は、排ガス温度を含み、
　前記第２状態量は、吸気流量を含む、
　請求項１から請求項７の何れか１項に記載の運転管理装置。
【請求項９】
　前記管理部は、前記発電プラントの運転状態を示す前記第１状態量および前記第２状態
量と異なる状態量である第３状態量の推定値に基づいて、前記発電プラントの運転状態を
管理する
　請求項１から請求項８の何れか１項に記載の運転管理装置。
【請求項１０】
　前記第３状態量は、燃焼温度を含む、
　請求項９に記載の運転管理装置。
【請求項１１】
　請求項１から請求項１０の何れか１項に記載の運転管理装置
　を備える発電プラント。
【請求項１２】
　発電プラントの運転状態を示す第１状態量の計測値を取得することと、
　前記発電プラントの運転状態を示す前記第１状態量と異なる状態量であって、計測によ
り得られる計測値の信頼性が前記第１状態量の計測値の信頼性より低くなる状態量である
第２状態量の推定値を、前記第１状態量の計測値に基づいて更新することと、
　前記第２状態量の推定値に基づいて、前記発電プラントの運転状態を管理することと　
を有する発電プラントの運転管理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の第１の態様によれば、運転管理装置は、発電プラントの運転状態を示す第１状
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態量の計測値を取得する状態取得部と、前記発電プラントの運転状態を示す前記第１状態
量と異なる状態量であって、計測により得られる計測値の信頼性が前記第１状態量の計測
値の信頼性より低くなる状態量である第２状態量の推定値を、前記第１状態量の計測値に
基づいて更新する状態更新部と、前記第２状態量の推定値に基づいて、前記発電プラント
の運転状態を管理する管理部とを備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明の第１３の態様によれば、発電プラントの運転管理方法は、発電プラントの運転
状態を示す第１状態量の計測値を取得することと、前記発電プラントの運転状態を示す前
記第１状態量と異なる状態量であって、計測により得られる計測値の信頼性が前記第１状
態量の計測値の信頼性より低くなる状態量である第２状態量の推定値を、前記第１状態量
の計測値に基づいて更新することと、前記第２状態量の推定値に基づいて、前記発電プラ
ントの運転状態を管理することとを有する。
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